
「総合インフラサービス企業」として、建設会社の殻を破り、インフラを上流から下流までワンストップでマネ
ジメントするビジネスモデルを実行しています。

2019年に創業100年を迎えた前田建設と、前田道路、前田製作所が、2021年10月にインフロニアを設立し、
2024年1月に日本風力開発が仲間に加わっています。多岐にわたるインフロニアグループの事業についてご紹
介します。

インフロニアグループの事業紹介

（億円）

FY24業績目標数値(IFRS)
売上高 8,399

売上総利益 1,251
土木※1 280
建築※1 313
インフラ運営※2 155
舗装※3 363
機械※4 93
その他※5 47

一般管理費 677
事業利益 590
純利益 384

※1 前田建設（個別）　※2 売却益・M&Aによる利益増
を考慮　※3 前田道路（連結） PPA資産の償却を加味　
※4 前田製作所（連結）　※5 前田建設子会社 

（人）

グループ連結従業員数 8,037
主要な事業会社の従業員数

　前田建設 3,310
　前田道路 2,435
　前田製作所 563
　日本風力開発 137

※パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含まない
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セグメント名 2024年3月現在 強み・特徴

土木事業 前田建設工業
土木事業（不動産事業を含む）

� 「上流からの作り込み」と「受注規律/工程・品質・コスト管理力」で業界高水準
の利益率
 �工事損失引当金はほぼゼロ
 �高採算の手持工事高は過去最高建築事業 前田建設工業

建築事業（不動産事業を含む）

インフラ
運営事業

前田建設工業 インフラ運営事業
日本風力開発 （連結）
愛知道路コンセッション
匿名組合愛知道路コンセッション
みおつくし工業用水コンセッション
三浦下水道コンセッション

 �官民連携事業・再生可能エネルギー事業を中心とした他社にはない成長分野
 �インフラを上流から下流までワンストップでマネジメント
 �風力発電事業の豊富な開発実績と開発ノウハウを保有
 �風力発電案件の運転・保守専門部隊を有し、発電量を最大化

舗装事業 前田道路（連結）
 �舗装工事・合材販売ともに業界内ではトップシェアを誇る
 �国内に220カ所以上の拠点があり、地域密着型のネットワークを持つ

機械事業 前田製作所（連結）
 �コマツの日本最大の販売代理店
 �かにクレーンなど、特徴的な自社製品や海外にも強み

その他

JM
Thai Maeda Corporation Limited
エフビーエス
フジミ工研

 �リテール事業から建設用資材製造販売、ビル管理、不動産事業等を中心に展開

土木事業　  P.47
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業績の推移 ※前田建設個別

土木事業は、ダムやトンネルを中心とした建設工事及び付帯する事業
を展開しており、都市土木や原子力発電所の設計・施工、防衛関連工事
など、対応する仕事の幅を広げてきています。
技術に裏打ちされた技術提案力と工期・品質・安全の確保における顧
客満足度の高さを営業面の強みとし、重要顧客との長期的な信頼関係
を築いています。

建築事業　  P.49
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業績の推移 ※前田建設個別

建築事業は、再開発事業や超高層集合住宅などの大型工事を中心と
する建設工事及び付帯する事業を展開しています。
オフィスビルや工場、研究施設、大型物流施設の建設など幅広い取り
組みで成長を続けています。
インフラ運営事業との協業によるアリーナ・スタジアムなどのスポー
ツ・エンターテインメント施設のコンセッション案件への取り組みや、
ラグジュアリーホテルの事業参画など、建築技術のノウハウを活かし
た新しい取り組みにも注力しています。

インフラ運営事業　  P.51
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他セグメントへの業績貢献
• O＆M　• EPC
• 開発等事業　等

インフラ運営セグメントへ計上

インフラ運営に係る
SPC連結子会社の営業利益

• 匿名組合の売却益
• 非連結SPC株式配当 等

54

13

79

2024年度
（計画）

過去最高

利益貢献額の推移

インフラ運営事業は、太陽光・風力発電事業等の開発や建設、運営・
維持管理、売却までの事業投資を行う再生可能エネルギー事業と、
公共インフラ等の運営権を取得し建設、運営・維持管理を手掛ける官
民連携事業を中心に展開しています。
建設会社として培ってきたエンジニアリング力を活かしながら、再生
可能エネルギー事業では太陽光や風力、バイオマスなど多様な分野
で事業化を実現し、官民連携事業では国内のパイオニアとして空港
や道路、工業用水道などの様々な分野の事業運営を手掛けています。

舗装事業　  P.53
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業績の推移 ※前田道路連結

舗装事業は、舗装工事やアスファルト合材の製造販売を手掛けてい
ます。日本全国に220カ所以上の拠点を有し、地域密着型できめ細か
なサービスを提供している点が特徴です。現在では、舗装工事・合材
販売ともに業界トップシェアを誇っています。
舗装業界ではいち早く、低炭素合材を武器とした営業を推進してお
り、当社独自のアクションレポートを用いることでCO2削減量の見え
る化が可能となり、お客様自身の環境PRにもつながっています。

機械事業　  P.55
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業績の推移 ※前田製作所連結

機械事業は、建設機械の製造販売・レンタル・アフターサービスまで
の事業を展開しています。
建設機械メーカー国内最大手であるコマツの日本最大の販売代理店
としての事業に加え、かにクレーンなどの特徴的な自社製品の開発・
製造販売・アフターサービスを含めて手掛ける強みを持っています。
海外仕様のラインナップの拡充やアジア・欧米における販売ネット
ワークの構築により、海外での販売台数も増加しています。

INFONEER Vision 
2030Medium-term Vision

基盤成長フェーズ 成長フェーズ

700

事業利益

590

1,000

脱請負
（インフラ運営）

請負
（土木・建築

舗装・機械）

2023年度 2024年度（計画） 2030年度（目標）

単位：億円

325

515

384

520

70

純利益

 主要な構成企業一覧
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